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画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

客観的で⼀貫性のある維持管理
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点検⽀援技術（画像計測）
⼀眼レフカメラやドローンで撮影

撮影画像の合成・補正
撮影画像を合成し、歪みを補正

AIによる変状検知
ひびわれや漏⽔などをデータ化

ひびわれ、床版ひびわれ

漏水・遊離石灰 剥離・鉄筋露出

客観的な評価・診断・補修計画
適切な経年管理、ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

前回の点検結果

今回の点検結果

今後はく落
の可能性

今後はく落
の可能性

上り線Aトンネル

ひび割れが少ない
＝すでにはく落した後

今後
はく落の

可能性⼤

今後
はく落の

可能性⼤

客観的な評価・診断

平成30年度国⼟交通省技術公募にて
ひびわれ検知率99％



画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検
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平成30年度国⼟交通省技術公募にてひび割れ検知率99％

AIの活⽤性についてNEXCO総研様と共同で検討
「新技術交流イベント in Shizuoka 2022」での展⽰パネルから抜粋



画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

2023/4/21 （株）東設⼟⽊コンサルタント・キヤノン（株） 4

AIやデータ化をはじめとするDX化は、⽬先の効率化だけでなく、
⾼度化による中⻑期的な効率化・省⼒化に貢献

「新技術交流イベント in Shizuoka 2022」での展⽰パネルから抜粋
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画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

客観性の⾼い変状データベースを⾃動で効率的に構築

変状部位を⾃動で取得 変状規模やひびわれ⽅向を⾃動で取得
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画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

変状記録量の乏しい⽬視点検では⾒えなかった、ひび割れとはく落の関係性

変状分布グラフ 〜変状種類の相関から、はく落リスクの可能性を察知〜

今後はく落
の可能性

今後はく落
の可能性

A TN

A TN

客観性の⾼い変状データから、今まで⾒えなかった変状の傾向や実態を把握
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画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

⼀貫性があり、⼀⽬でわかる健全性
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画像撮影およびAIを⽤いた橋梁点検

⾮熟練も分かりやすい３次元成果
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点検⽀援技術活⽤の課題

画像計測だけでも93技術

 画像点検の経験がないと、適切に選
定することが難しい

現場条件、性能、対応変
状種類、活⽤費⽤・・・など

多種多様



2023/4/21 （株）東設⼟⽊コンサルタント・キヤノン（株） 10

点検⽀援技術活⽤の課題
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発注数量（橋、径間、基など）

従来⼿法よりも費⽤が⾼いことが多い

 ⽀援技術やAI技術は、⼤数量を効率的に実⾏することが得意
 少数橋梁、単発で導⼊しても費⽤対効果は⼩さい

⇒ 多橋梁、定期的な活⽤でスケールメリットが発⽣する

点検⽀援技術の活⽤費⽤のイメージ



① 適⽤可能範囲の調査
• ⾃治体様の橋梁について、

最適な点検⽅法を橋梁ごとに調査、整理します
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⼀眼レフ撮影
が良い

⼀眼レフ撮影
が良い

ドローン撮影
が良い

⾃営点検
実施可

近接⽬視
が良い

健全性が⾼いから記録
に⼿間はかからない



② 包括点検による均質化
• 包括的な点検及びDX化（点検⽀援技術、ＡＩ、変

状データベース化等）により、点検・評価・診断を均質
化することを提案します
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変状記録量の乏しい⽬視点検では⾒えなかった、ひび割れとはく落の関係性

変状分布グラフ 〜変状種類の相関から、はく落リスクの可能性を察知〜

今後はく落
の可能性

今後はく落
の可能性

A TN

A TN

⼀貫性があり、⼀⽬でわかる健全性

従来までわからなかった変状の傾向を知り、
抜本的な補修・対策の検討に



③ 点検ツールと教育プログラム
• DX（カメラ、ＡＩ、データ管理、データ活⽤など）になじ

みのない⽅々が、実務で使いこなせるようになるまでの教
育プログラムを検討いたします

2023/4/21 （株）東設⼟⽊コンサルタント・キヤノン（株） 13

地元の
建設コンサルタント

の皆様

⾃治体職員
の皆様 東設⼟⽊

コンサルタント

キヤノン

点検ツールと教育プログラムの提供

・点検データ管理ツール提供
・画像点検全般ガイダンス
・経年劣化判定⽅法解説
・予防保全計画作成⽀援

・点検向けカメラ機器ガイド
・AIの性能と制約の解説
・AIツール（クラウド）提供

と使い⽅説明・サポート



提案のまとめ
• 点検⽀援技術である画像撮影とＡＩの活⽤による、

橋梁点検の効率化・⾼度化への道筋を⽰します

① 適⽤可能範囲を調査して、点検の⾼度化と効率化
（コスト縮減）を両⽴させる計画をご提案します

② 包括点検により均質化を⾏って、補修の⾼度化・効
率化にもつなげることを提案します

③ 点検ツールと教育プログラムをご提供することで、職員
様や点検業者様による点検推進を⽀援いたします
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客観的な評価・診断・補修計画
適切な経年管理、ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

前回の点検結果

今回の点検結果

今後はく落
の可能性

今後はく落
の可能性

上り線Aトンネル

ひび割れが少ない
＝すでにはく落した後

今後
はく落の

可能性⼤

今後
はく落の

可能性⼤

2. 適⽤可能な点検⽀援技術を調査

画像撮影およびＡＩを用いた自治体内橋梁の包括点検

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

点検支援技術の一つである「画像撮影およびＡＩを用いた点検技術」

様式１
■インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

AIによる変状検知
ひび割れや漏⽔などをデータ化

撮影画像の合成・補正
撮影画像を合成し、歪みを補正

構造物の撮影
⼀眼レフカメラやドローンで撮影

提案イメージ① 自治体内点検の包括的な受託 提案イメージ② 自営点検向け教育プログラム提供

会社名 担当部署 担当者 連絡先メールアドレス 連絡先電話番号

（株）東設土木コンサルタント 事業推進部 中川光貴 nakagawa@tousetu.co.jp 080-9042-3256 （直通）

キヤノン（株） ＩＩＳ事業推進センター 穴吹まほろ anabuki.mahoro@mail.canon 044-920-3700 （内線46129）

ひび割れ

エフロレッセンス 鉄筋露出 漏水

1. ⾃治体内橋梁点検を包括委託

3. 計画的に点検を実施（5年で⼀巡）4. 客観的な経年管理・ｱｾｯﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

一眼レフ撮影
が良い

一眼レフ撮影
が良い

ドローン撮影
が良い

自営点検
実施可

近接目視
が良い

5. 予防
保全へ

地元の
建設コンサルタント

の皆様

自治体職員
の皆様 東設土木

コンサルタント

キヤノン

点検ツールと教育プログラムの提供

・点検データ管理ツール提供
・画像点検全般ガイダンス
・経年劣化判定方法解説
・予防保全計画作成支援

・点検向けカメラ機器ガイド
・AIの性能と制約の解説
・AIツール（クラウド）提供

と使い方説明・サポート

客観的な評価・診断

15



画像撮影およびＡＩを用いた自治体内橋梁の包括点検

PPP／PFI手法に関するシーズ提案書

②提案の概要

①提案によって解決する自治体の課題のイメージ

③スキーム（技術）の導入により得られる効果

様式１

・令和４年度より、直轄国道の橋梁とトンネルの定期点検業務において、点検支援技術の活用を原則化することにより、定期点検の高
度化・効率化の促進が図られています。この取り組みにより、地方公共団体など他の道路管理者における新技術活用も促されていま
す。（ https://www.mlit.go.jp/road/tech/index/pdf/chokatukokudu.pdf）

• 上記を受け、点検支援技術の積極活用を検討される自治体様も増えてくるかと思いますが、人手不足や予算不足といったそれぞれの
事情があるなかで状況にあった点検支援技術とは具体的にどれであるかや、その技術が適用可能な点検対象は自治体内にどの程度あ
るのかが不明で、点検支援技術活用にむけた道筋を明らかにできないという課題があるのではないかと考えます。

その他

• 支出を伴う点検支援技術利用と点検効率化（費用や工数削
減）を両立させる計画を、自治体事情に応じて具体的に可視
化する効果、および、自営点検実施方策を具体化する効果

■インフラの維持管理・修繕等に係る官民連携事業の導入検討
□官民連携グリーンチャレンジモデル

・提案する技術は、点検支援技術性能カタログ（令和4年9月）
に記載されています。（技術番号：BR010022-V0222、技術
名：遠方自動撮影システム、NETIS登録番号：KT-190008-VR）

• 点検支援技術の一つである「画像撮影およびＡＩを用いた点検技術」を、試行
を通じて自治体様向けにご紹介した上で、自治体内点検対象における適用可能
範囲の調査を行い、定期点検の高度化・効率化促進に向けた道筋を示します。

• 「画像撮影およびＡＩを用いた点検技術」は、民間インフラの維持管理でも多
く実施されており、トンネルや橋梁等を高解像度カメラで撮影し、その撮影画
像群を合成・補正した画像に対してＡＩでひび割れ等の変状を検知します。そ
の結果を自治体技術職員や土木技術者がチェック・解析することで、精度高く
（見落としや間違いなく）効率的に点検調書を作成することができます。点検
結果はデータ化されるため、予防保全の実現にも役立てることができます。

• 自治体内点検の包括的な受託を提案するだけでなく、小規模自治体様や技術職
員不在の自治体様における自営点検実施に向けた教育プログラムの提供も提案
できればと考えます。

自動雲台を利用した橋梁撮影 ドローンを利用した橋梁撮影

AIによる画像からのひび割れ検知例

会社名 担当部署 担当者 連絡先メールアドレス 連絡先電話番号

（株）東設土木コンサルタント 事業推進部 中川光貴 nakagawa@tousetu.co.jp 080-9042-3256 （直通）

キヤノン（株） ＩＩＳ事業推進センター 穴吹まほろ anabuki.mahoro@mail.canon 044-920-3700 （内線46129） 16


